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第 179号 

 たまんで検索  
ホームページも 

チェック→ 

 

 

9 月  7日(水)職務会議 業務調整会議 

9 月 10日(土)余暇活動支援（ボウリング） 

9 月 14日(水)支援会議 

9 月 22日(木)秋分の日 

9 月 27日(火)給食会議 

9 月 28日(水)支援会議 

9 月 29日(木)第三者委員会 

 10 月 1 日(土)余暇活動支援（ボウリング） 

 10 月 5 日(水)職務会議 業務調整会議 

 10 月 10日(月)体育の日 

 10 月 12日(水)支援会議 

 10 月 15日(土)ゆうあいスポーツ大会 

 10 月 22日（土）第 12回たまん祭 

 

8 月より相談支援専門員としてお仕事することになりまし

た「伊敷裕子」（写真上）と申します。皆さんの笑顔とやる

気を力に、元気に頑張っていきたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願い致します。   

         伊敷裕子 

 

9 月より再度皆さんと一緒に仕事することになりました 

「金城八重子」（写真下）です。3 月までは支援課長として

お世話になりましたが、9 月からサービス管理責任者として

お願いされたため、再度お世話になります。今後とも宜しく

お願い致します。 

                    金城八重子 

 

8 月 1 日(月)から 55 日(金)の 5 日間、沖縄女子短期大学か

ら山入端香鈴さん、8 月 22 日(月)から 26 日(金)には、沖縄

大学から赤嶺未織さん、中村志穂さん、沖縄女子短期大学

から盛根諒磨さんが介護等体験で「たまん」に来ました。 

また、糸満高校より教諭の初任者研修ということで、8 月 3

日（水）から 5 日（金）の 3 日間、石堂百代さん、仲嶺真

道さん、野原亜紀子さんが研修に「たまん」へ来ました。 

体験を終えて、障がい者の関わり方を少しでも学ぶことが

できて良かった。将来、教諭になった際に活かせたらよい

と感じた。様々なことを体験でき、たくさんの利用者さん

と話ができて良かった。 

先生方からは、利用者さんとの交流で見守る大切さを感じ

ることができ、これからの学校現場で活かしていきます。

ありがとうございました。などの感想を頂きました。 

平成 28 年 7 月 1 日（金）、半年に一回の大掃

除を実施しました。それぞれ担当された場所

に分かれて、普段ではなかなか掃除できない

場所も皆で協力して行うことができました。

皆さん一生懸命に取り組んでくれたおかげ

で、無事に掃除を終える事ができて良かった

です。きれいになった施設で、これからも気

持ち良く過ごしながら、お仕事も頑張ってい

きましょう。皆さん、お疲れ様でした！！ 

 

ボランティアありがとうございます 

加島キクエさん 外間公江さん 前門ヤス子さん 

金城八重子さん 玉城美喜子さん 

照屋健裕さん 山城直枝さん  

－お詫び－ 

8 月発行予定の 179 号たまんだよりの

発行が遅れたことをお詫び申し上げま

す。        広報委員 外間 

 

平成 28 年 7 月 16 日（土）、余暇

活動支援とて、カラオケとまとに

行きました。約 25 名の利用者が参

加して楽しんでいました。カラオ

ケは人気があり、慣れた手つきで

機器を操作して曲を選曲し、熱唱

している利用者もいれば、タンバ

リンで盛り上げたり、それぞれの

楽しみ方で過ごされていました。

また、みんなが楽しめるよう色々

な企画をしますので楽しみにして

て下さい！！ 
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平成 28 年 7 月 2 日（土）、に第 16 回沖縄県障がい者技能競技大会が沖

縄ポリテクセンターにて開催されました。私たち「たまん」から、濱元

加代子さん（サン班）、新垣豊さん（大地班）が初めて参加しました。

参加した部門は「オフィスアシスタント」という部門で、三つ折りや、

シール貼り、封入作業で、時間内に出題を正確にできているかを競うも

のでした。環境が違う中で緊張しつつも頑張っている二人を頼もしく感

じました。今回の結果は、残念ながら入賞はできませんでしたが、審査

員の方々からの強い要望で、濱元加代子さんに「努力賞」が贈られまし

た。日々の作業に於いても真面目に黙々と取り組んでいる事も今回の結

果に繋がったのかなと感じました。新垣豊さんも、いつもと違う作業に

も関わらず最後まで頑張りました。加代子さんからは、緊張感もなく普

段通りに良く見て取り組むことができたが、上位 3 位以内には入りませ

んでした。機会があればまたチャレンジしたいです。とコメントを頂き

ました。審査員からの講評結果では、仕上がったものに関しては、ミス

もなかったとの事でした。二人とも本当にお疲れ様でした。 

 

 

                          

平成 28 年 7 月 23 日(土)、糸満市農村改善センターにて、「糸

社協活動資金造成チャリティー 演芸のつどい」が開催さ

れました。今年も、糸満市手をつなぐ育成会のメンバーで

出演し、ソーラン節を演舞しました。練習を重ねたかいが

あって、楽しみながら踊り迫力のあるかっこいいソーラン

節を披露することが出来、満足そうな様子でした。 

 今年も、週末のお忙しい時間にも関わらず、ご家族・ご

関係者の皆様には出演参加や会場までの送迎、チケットの

購入や観覧などのご協力いただき、ありがとうございまし

た(^○^) 

 

平成 28 年 7 月 2 日（土）に、糸満市社会福祉協議会

主催の『平成 28 年度社会福祉関係職員交流会』があり、

事業所対抗のミニバレーを行いました。「たまん」から

は 8 名の職員が参加し、2 チームを作って対戦しました。

日頃の業務での連携を活かしたプレーが炸裂しながら

も、笑い有りの大盛り上がり！！1 チームは 4 位という

好成績をおさめることが出来ました。 

日頃から福祉職に尽力されている皆さんの集まりと

あって、敵同士であってもプレー中も笑顔が絶えず、和

気あいあいと楽しむ事が出来ました。 

4 位の景品はお菓子の詰め合わせを頂きました。報告

を兼ねて利用者さんとおやつで頂き、皆で喜びを味わう

ことが出来ました。 

今後も連携や交流を図り、日々の支援の向上に努めて

いきたいと思います。 

 

 

平成 27 年度から平成 29 年度の 3 カ年を第 2 次工賃向上計画と

して新たな計画を策定して取り組んでいます。そのため現在で

は、糸満市内でも平均工賃はトップクラスであり、平成 27 年度

の平均で工賃 22,456 円、高い利用者では 30,000 円を超える利

用者もいます。「たまん」はこれからさらに新たな事業展開を実

施し、さらに工賃向上が図られるよう取り組んで参りますので、

今後ともご支援ご協力を宜しくお願い致します。 

 

利用者が経済的にも自立して生活するには、やは

り「一般就労」への支援が重要です。しかし、一

般就労が困難な利用者にも「少しでも生活の質を

よくしてもらいたい」「そのためには、どうした

ら良いのか？」、利用者一人ひとりの「工賃目標

額」を設定し、生産活動検討会議を重ね、スタッ

フの意識を高めると同時に、 

 


